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はじめに

古代キリスト教が息づいた空間においてどのような音が響いていたのか。

たとえば聖書朗読はどのような響きとして経験されたのか。しかし声や音は

発話の瞬間に消えてしまい、 1700年も前の古代キリスト教世界における音や

声の響きを研究するといったことは、いわば見果てぬ夢であろう。それでも、

そこに少しでも近づきたいというのが研究の根底にある情熱である。いろい

ろなアイデア・仮説の類は思い浮かぶとしても、研究である以上、限定に限

定を重ねて、具体的に遂行しなければならない。そこで、ニュッサのグレゴ

リオスの『雅歌講話j(l)において、 ¢ovi（声・音）という語がどのように使

われているのか、どのような意味で用いられているのか、これが本稿の問い

となる。それにしても、なぜ『雅歌講話』なのか。それはこの講話を読んで

いくとかなりの箇所で中oviが使われているからであり、また雅歌自体のな

かに繰り返し中oviが使われているからである。一つの言葉の使用法という

とき、まずはその意味の如何が問題となろう。一般的にこの語が「声」と「音」

の双方の意味をもっとしても、どのような「音」、さらにどのような「声」が

理解されているのかはその著作における用法を丹念に調べてみなければなら

ない。この研究を通して、果たして何かわれわれが気づかなかった新しい知

見がもたらされるのかどうか、これは研究を遂行してみなければわからない。

この言葉について箪者はすでに二つの研究を公刊しているが、いずれも

OEia 中(,Jv~ （神の声）という語旬に関するものでニュッサのグレゴリオスに
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ついてひとっ（2)、またバシレイオスとナジアンゾスのグレゴリオスについて

ひとつとなる （3)。これらの研究では直接 0Eia¢OViについて研究したが、い

ずれも用例を網羅的に集め、一つひとつのテクストを分析してその用法を確

認していった。これらを通して端的にこの語句が意味するものを調べた。こ

れらの研究を踏まえて、本稿では『雅歌講話』という著作を対象として研究

を遂行していきたい。

ちなみに TLG(4)を用いてバシレイオス、ナジアンゾスのグレゴリオス、

そしてニュ ッサのグレゴリオスの三教父について ¢oviの用例を調べてみ

た。その用例数のみを挙げるなら、バシレイオスは 525例、ナジアンゾスの

グレゴリオスは 161例、ニュ ッサのグレゴリオスでは 1018例となる。それ

ぞれの残存する著作数も考慮すべきであるが、ニュ ッサのグレゴリオスの用

例が群を抜いて多いことが確認される。ここから何かしら「声」の神学とよ

ばれるようなものをグレゴリオスが構想していたと結論するのは早計にすぎ

るとしても、何か特別なものを予感することは許されるであろう。

1. 『雅歌講話』における ¢oviの用例の概観

『雅歌講話』はその執筆年代が定かではないものの、研究者の間では 「モー

セの生涯』と並んで晩年のものとされている。その冒頭を見るとこの著作は

オリンピアスという女性に宛てられており、彼女が雅歌について熱心にその

意味の開示を求めたことがきっかけでグレゴリオスは執筆をしたという。た

だしオリンピアス個人のための講話ではなく、「より自然の状熊にある人び

とにとって瀦の霊約かつ絡粒な境仮への導ぎ」（4,7f) (5)となるように記され

ている。全体は十五の講話から成っており、聖書解釈論を扱った序言につづ

いて、第一講話から雅歌の言葉の講話に入ってい く。 以下各講話が取り上げ

る雅歌の章節を挙げておく 。
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第一講話 l章 2節から 4節

第二講話 1章 5節から 8節

第三講話 1章 9節から 14節 ＊花婿の言葉（声）がはじめて登場する



ニュッサのグレゴリオス『雅歌講話』における「声」の神学（土井）

第四講話 l章 15節から 2章7節

第五講話 2章 8節から 17節 ＊冒頭で「私の恋人の声がする」からはじ

まる

第六講話 3章 l節から 8節

第七講話 3章 9節から 4章7節

第八講話 4章 8節から 15節

第九講話 4章 10節 (b)から 15節 ＊前講話と重複した箇所

第十講話 4章 16節から 5章 2節

第十一講話 5章 2節 (b)から 7節 ＊「恋人の声が扉を叩いています」

からはじまる

第十二講話 5章 5節から 7節

第十三講話 5章 8節から 12節

第十四講話 5章 13節から 16節

第十五講話 6章 l節から 9節

以上となるが、雅歌は LXXにおいても 8章 14節まであるので、講話は雅

歌の途中で終わっていることになる。また第五講話と第十一講話では「恋人

の声」が主題となってはじまっている点が注目される。

さてニュッサのグレゴリオスの『雅歌講話』について、 <I>ovーで検索した結

果、 163例が上がってきた。その内訳は結果順にすると、 <I>ovaI（複数主格）

が 3例、 ¢ova1c（複数与格）が3例、 ¢ovac（複数対格）が 15例、 <pWVEI（動

詞）が 1例、 ¢ovn（単数主格）が 35例、 ¢(.,Jvn（単数与格）が 6例、 <I>OVnv

（単数対格）が 49例、中OVnc（単数属格）が48例、中OVnTIKa（形容詞）が 2

例、そして ¢ovov（複数属格）が 1例、以上となる。これら 163例が今回の

研究の対象となるテクストである。そしてそれを調べた結果が巻末に掲げた

表である。稿を進めるにあたり、この表を参照しつつ、表に付した用例番号

を挙げることにする。

ところで以前に公刊したニュッサのグレゴリオスの「神の声」に関する研

究は、彼の著作全体を検索し、 0ma+¢OVnの用例を調べた。そこでは『雅歌

講話』 (GN06)については 4例、すなわち第五講話 (p.140, 13)、第五講話
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(169, 12)、第十講話 (310.12)、第十四講話 (414.7)が上がってきたので調べ

てみた。しかし今回の検索では 「雅歌講話」における Ocla収OVnの用例は 10

例が確認されている。今回掲載した表番号の 3番、 10番、 36番、 57番、 60

番、 66番、 73番、 103番、 142番、 162番の各番号のテクストである (6)。これ

らのうち 36番、 60番、 103番、 142番は前の論文で扱ったテクストである。

そこで 3番、 10番、 57番、 66番、 73番、 162番の六つのテクストについて前

の論文の結論について確認をしておく必要があろう。その結論を繰り返すな

ら下記二点となる。

第一に「ニュ ッサのグレゴリオスにおいて r芥放の声Jは、 もっぱら聖書を

楷すものとして使われている。これに例がは忍められない」、

第二に「「掠の声Jが／iiJかしら鋤ぎをなすときには、その倣ぎの現在性が意

識されている。それは、おそらく礼痒の楊における聖書朗続のことであって、

礼芹において掠は芸衆に洵かって「謗るJのであり、「教えるJのであり、「約

束するJ争などの傲きをなす」、以上の二点が先述した論文の結論となる。

そこでまず 1)について見てみよう。 3番では「聖書の言葉」、 10番は「雅

歌の言葉（全般）」、 57番は具体的な箇所、また聖書全般とも述べられてはい

ないが、シメオンの言葉（ルカ 2章 29節以下）が直後に引用されるなど何か

しら聖書（の言葉）が想定されている。 66番は雅歌 3章 6節以下のこと、 73

番では詩編 20編 4節の引用、 103番では使徒言行録 10章 15節のこと、最後

162番では福音（書）における聖句が該当する。以上により結論 1)について

は変更、修正の必要はないものと思われる。

つづいて 2) についてだが、動詞と結びくのが主語である場合なので主格

ということになろう。すると 36番、 60番となるが、これは先の論文で考察

した箇所となるので、あらためて論ずる必要はない。

では「神の声Jでなくとも、他OVi （以下「フォーネー」と記す）が主語と

なって動詞と結びつく場合は、その動詞の働きはどのような性格のものとな

るのであろうか。 しかし複数主格の 3例、単数主格の 35例について確認し

てみたが、ここで論ずるべきものは見いだせなかった。ひとつは、雅歌の言

葉として引用、言及される「声」が何であるのかを述べるものが多いことが
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ある。しばしば「……である」と述べられている。 14番の「この声は率直に

嘆きである」 (59.13) は、雅歌 1章 6節の「自分の畑は見張りもできなかっ

た」についての解釈となる。こうした聖書の言葉の解釈、意味について述べ

るものは他にもいくらか見いだせるが、たとえば26番の「『畑」によって主

の声はこの世を意味させている (onμaivEI)」という。また 122番の「こうし

た声は苦痛を示している」 (Ev8cikVUTm）などでは、アレゴリカル解釈が展開

されており、ここで「声」ということが何かの働きをなしているとは考えら

れない。したがって第二について何か新しい知見を加わえるものは何もない

が、変更の必要はないと言える。

ところで日本語で「声」というとき、この言葉には何か人格的な言葉とい

うニュアンスが強くある。たとえば「声なき者の声」というフレーズに感じ

られるように、きわめて強く人格的、個人的なニュアンスを帯びている。こ

れに対して「フォーネー」には「音」の意味も含まれている。たとえば9番

と93番のテクストではそれぞれ「ラッパのフォーネー」と「竪琴のフォー

ネー」が出てくるが、擬人化されているわけではない。それらは「音」の意

であって人格的な「声」というのではない。

それでもやはりフォーネーが第一に意味するのは人間や生き物の声であろ

ぅ。この意味については、 Liddle& Scott & Jonesをはじめ確認したいずれの

希英辞典においても、その最初に記されていることからも理解される (7)。

人間の声という点でフォーネーには「言語」の意味もある。ギリシア語、

ヘブライ語それぞれを表現するフォーネーの用例は、 12番、 41番、 132番か

ら136番 (133番を除く）が該当する。なお人の話す言葉のことであるから

「声」ということが含意されているとしても、何か個人的で人格的な声の現象

を指すのではなく、一般言語のことなのであろう。また「言語」という意味

で必ずフォーネーが用いられているわけでなく、フォーネーも「言語」を意

味する言葉のひとつということになる。これとの関連では「音声」という意

味で用いられる用例が挙げられる。たとえば79番のテクストでは「＃彼は人

びとの本性に人例の声を骰塵したが、それは、心の動ぎを声成分筋化し、言

縣の器官となるために勉ならない」という。あるいは 146番では「声は言葉
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の道具であり、それは喉から生じる」とも述べられ、こうした音声としての

フォーネーの意味も確認される。

とは言え、以上の「音」や「言語」「音声」の意味で用いられる場合に聖書

と無関係にフォーネーが使われているわけではない。「ラッパ」は出エジプ

ト記に登場し、「竪琴」はアモス書の一節にある。またギリシア語であれヘブ

ライ語であれ、聖書の言語、その翻訳の問題が論じられており、聖書と無関

係に用いられているのではない。また「音声」が話題となるとき、それはパ

ウロの声であり、また説教者の声のことを意味しているのであって、これら

の場合にも聖書との関係が確認される。

フォーネーが聖書と関連することについて、その典型的な事例は前置詞の

「カタ」 (KaTCX)を用いた表現に認めることができる。対格支配の前置詞であ

るが、以下そのバリエーションを列挙していこう。「カタ」は便宜上一律に「に

従えば」と訳しておく。「主の声に従えば」 (11番、 116番）、「主人の声に従

えば」 (80番）、「使徒（＝パウロ）の声に従えば」 (13番、 144番、 145番）、

「パウロの声に従えば」 (71番、 117番、 139番、 143番、 152番、 158番）、「ヨ

ハネの声に従えばJ(24番、 72番、 127番）、「預言者の声に従えば」（イザヤ、

ダビデ： 59番、 123番、 128番、 129番）、「目下の声に従えば」（雅歌の一節：

74番）、「福音の声に従えば」 (92番）、「蔵言の声に従えば」 (119番、 123番）、

「約束なさる方の偽りなき声に従えば」 (95番）、以上のバリエーションで 23

用例が確認される。これらの場合は必ず聖書のどこかの箇所が引用された

り、暗示されたりしている。

こうしたフォーネーが用いられる場合、単に「言葉」だけでなく、「声」と

いうことで何か意味することがあるのだろうか。「パウロの言葉に従えば」

と「パウロの声に従えば」とは同じ意味合いのことなのだろうか。まず指摘

できるのはこれらの用例において際立つのは、聖書の言葉のなかでもイエス

について科白を指す場合である。 11番のヨハネ福音書 5章24節、 80番のマ

タイ福音書5章 8節、 92番のマルコ福音書 3章 35節、 95番のルカ福音書 12

章42節から 44節、 116番のマタイ福音書 24章 35節、これらはいずれも福

音書においてイエス自身が語る言葉である。―なお前置詞「カタ」を用い
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た旬ではないが、福音書に登場する百人隊長の科白についてフォーネーが使

われていた (96番、 97番）。それゆえこれらにおいては「声」の意味合いが

強く出ていると言えよう。ではヨハネについて語られる 24番、 72番、 127番

のテクストはどうだろうか。これらはすべて第ーヨハネ書簡 4章 8節を指し

ており、ヨハネの科白ではなく、書簡の言葉である。それは書かれた文字で

はあるが、朗読され、個人としての色合いが強く出ていて、それがフォーネー

の表現につながったと推定しても無理はないであろう。同じことはパウロ、

イザヤ、ダビデ、雅歌で蔵言でさえも該当し、そうした言葉がその人びとの

「声」として捉えられていたと考えられる。またこれが書かれた文字でなく、

生ける声であるとするならば、その声はまさに聖書朗読の声と重なる可能性

も推定される。次節で論ずるが、神が伝道者の実際の「声」を用いて語ると

するテクストがいくつか確認できるからである。

また『雅歌講話』であることから当然ではあるが、雅歌の記されている言

葉についてフォーネーが使われている例が多くみられる。煩瑣であるためテ

クスト番号は挙げないが、何らかの雅歌の言葉を指す箇所の総数は 63箇所

となる。中でも雅歌 2章 8節の「私の恋人の声がする」、また 5章 2節の「私

の恋人の声が扉を叩いている」はそれぞれ第五講話と第十一講話において繰

り返し言及される。 2章 8節にしても 5章 2節にしても直接「声」と述べて

いるものの、これを単純にアレゴリカルに解釈しているのではなく、むしろ

その声性が積極的に捉えられているといえる。その他、詩編、預言書の言葉

を指してフォーネーとするテクストも見出せる。これらはそれぞれの著者の

声という意味合いとともに、ここでも聖書朗読における声も含意されている

ものと思われる。

『雅歌講話』におけるフォーネー用例はすべて聖書と関連付けられている

のだろうか。ここで注意しなければならないことは、聖書との関連性も様々

であって、一様ではないことである。もっとも単純なものは、フォーネーが

直接聖旬を指す場合であって、たとえば先に確認したように「使徒の声に従

えば」とあるとこれはパウロ書簡の一節・一旬を指しており、これについて

フォーネーと言われている。また雅歌の一節を直接指す場合もあった。しか
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し具体的な箇所は明示されず、聖書全般、雅歌全体、福音書の記事について

フォーネーが用いられる場合もある (2番、 3番、 5番、 10番、 57番）。あ

るいは 9番のように「雅歌」という言葉の意味を説明する場合もある。さら

に一見すると聖書との関連のない用例として 76番、 77番、 79番、 149番が挙

げられる。音声、喉における発音機構としてのフォーネーは確かに直接には

喉から発せられる音声のことを議論するものであるが、それでも間接的に聖

書との関連性が確認される。たとえば76番から 79番の文脈は、雅歌 4章 4

節に見られる「首」（喉）という表現に関するものであり、それが伝道者のこ

とであり、この声、喉をとおして霊を受け、音声によってロゴスに仕えると

いう。したがって間接的、あるいは排除しないという意味で消極的ではある

が、これらのフォーネーを聖書と関連するものと捉えることもできる。また

直接雅歌の一節ではなく、グレゴリオスの創作となるが、雅歌の花嫁の言葉

として記される 120番、 153番、 154番のフォーネーは聖書との関連性が想定

されていると捉えてよいだろう。また 1番ではアレゴリカル解釈の命名の問

題として聖書の解釈についてであり、「言語」の意味の 12番では聖書の翻訳、

また 132番等の場合でも聖書に記されている「ケファズ」というヘブライ語

の翻訳の問題となっている。また 84番、 85番で創造の力（デュナミス）を神

の声に帰しているが、ここでは創世記 l章 3節から 24節が問題となってい

た。

以上より、本稿の結論の一つとして次のテーゼを挙げておきたい。

ニュッサのグレゴリオスの『雅歌講話」では、直接的、間接的、積極的、

消極的を含めてその仕方は多様ではあるが、フォーネーはすべて聖書と関連

付けて用いられている。フォーネーという言葉についてすべてを聖書との関

連で用いることからして、グレゴリオスが「声」について神学的思想をもっ

ていたと言えるのではないだろうか。では、それはどのような神学的思想な

のだろうか。次節ではこれに関して考えてみたい。
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2. 『雅歌講話』における「声」の思想さまざま

前節においてフォーネーの用法について聖書との関連を指摘したが、続い

てグレゴリオスの「声」の神学的思想について、テクストをもとに以下四点

を順次論じていく。

a. 預言者の声と御言葉の受肉

第五講話は雅歌 2 章 8 節にある「私の恋人の声がする」 (cpwv~ TOU 

曲訟砂ouμou)からはじまっている。冒頭これまでの花嫁である魂の歩み

が総括されるが、それは「起富的な謗酵の観想への渇望」とそこに向けた一

定の歩みとなる。そしてその歩みがすでに頂上に到達したかに見えるとして

も、ここで「私の恋人の声がする」と言われるという。「というのもこれらす

べての翌廣を異理の朋瞭な観想とも把握でなく、思覚を適して猪々寿徴に

よって取象がける、恋人の声と名がけるのであり、声とは考察を遥して知ら

れ嘉びを与えるものではないからである」(8)。ここで「声」と語られることで

雅歌を通した魂の歩みがまだ頂上には遠いことが暴露される。そもそも際限

のない歩みこそがこの『雅歌講話」の論述全体を貫く基調だと言えるのであ

り、その後もいたるところでこの主題は繰り返し登場することになる。

しかしグレゴリオスはここで一つの連関に着目する。それは「私の恋人の

声がする」に続いて「見よ、あの方が来る」と言われることである。ここか

らグレゴリオスは、「声」を預言者にあてはめ、「あの方が来る」を御言葉の

受肉と捉える。「実に預雷者たちを遥して花婿の声か生起し、この人びとの

なかで掠か藉られた。そしてこの声に後、徽言葉か敵対する凶々を飛び速え、

丘を飛ひ遡してやって釆た」（9)。なおここで語られる「山」や「丘」は敵対す

る勢力のことであるとの説明が続いている。預言者は「声」として特徴づけ

られ、イエス・キリストは受肉によってその姿を現したというのである。旧

約と新約の対比が、声、聴覚と視覚によって表現される。この場合、声は不

完全さを表すと同時に、志向性を意味する。見てしまうことは何か完成の意
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味合いがあるのに対して、聴くことはさらに先のものを志向させる、この志

向性が声（を聴くこと）の特徴となる。

同じ第五講話のなかに、もうひとつ同様の意味での「声」に言及するテク

ストがある。そこでは預言者ではなく、洗礼者ヨハネが「声」として表現さ

れている (49番、 50番）。雅歌 2章 12節の「キジバトの声」をヨハネと捉え

るわけである。キジバトは春を告げる鳥だと説明されており、洗礼者ヨハネ

はキリストの到来を告げる声だという。これも同様にイエス・キリストを志

向するものとして捉えられている。

b. 伝道者の声

第一講話のなかに「その方はこのソロモンを道異として柑い、その声を遥

して妥ず蔵言においてわれわれに謡り、沃にコヘレんの言葉、これらの後で

稚歌のなかに雇かれている昔学において遥を整え願番に、完全性への登り遥

を理性に対して示すのである」(10)という一文が認められる (6番）。冒頭の

［その方］とはイエス・キリストのことであり、ここではキリストがソロモン

の声を道具として用いるという。その結果、蔵言、コヘレトの言葉、そして

雅歌ができ上がった。執筆の次第はともかくも、キリストがソロモンの声を

用いるという点が興味深い。「逐語霊感説」といえば神が人間の手を用いて

執筆せしめるという自動機械のようなイメージをもってしまうが、ここでは

神は手を用いるのではなく、人の声を用いるという。

神が人の声を用いるという考え方は、この他幾度か論じられている。まず

は第七講話のなかで雅歌 3章4節に見られる「首」について説明している文

脈で、テクスト番号 76番から 79番が挙げられる。もう一つは第十四講話に

認められるもので 146番から 149番までを含む文脈となっている。

第七講話のなか 231頁 5行あたりから雅歌 4章 4節の「首［喉］」

(Tpdxn入og）という言葉に着目して解釈が展開していく。その中で、一般的

に万物の頭であるものは「首」と呼ばれるとしたうえで、本来的にはキリス

トが「首」（＝頭）であるとされつつ、次のように述べる行がある。
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これらに加えてわれわれの心を燃え立たせ熟〈する霊を受け放り、また響

ぎのよい声を遥して徽言葉（ロゴA)に仕えるならば［「酋・躾Jと名がけら

れるであろう］。というの6言居のこの器官が心の動ぎを分筋化するために

こそ、掠は人局グの音声をA/lJJの本性に建てガけたからである。(11)

心の動きを分節化することが具体的に声の役割であるので、「首［喉］」と

呼ばれる存在は中心にあってその声を通して分節化された言葉を発する。は

じめは一般的にしか述べられないが、そのすぐ後でパウロについて次のよう

に記されている。「かくして俯を謗ろうとが謗っているのは6はやパウロで

はなく、その頭である方が語しているのである」(12)。キリストが語ることに

おいてパウロはその声を提供していることになる。逆を言えば、パウロとい

う伝道者の声は、彼の中で語っているキリストを伝える道具となっているこ

とになる。

さらにもう一つ関連するテクストを考察しておきたい。それは第十四講話

の中にあって、雅歌 5 章 16 節の「その喉は甘美」 (<j>cxpuy~ aUTOU y入UKacrμoc)

の註釈をおこなっている行である。

「よぎ言葉は籐の滴るハチの菓J偉這7ヽ意及4節． であり、声は、その発

生が躾から生じる言葉の道異であるので、おそらくこの名称（＝声）によっ

て、そのなかでキリス｝が謗られる、微言葉へ奉仕し解択する者たちのこと

が意味されていると考えて6遍ちではない。というの6律大なるヨハネは、

俯者かと閉われると、店らを声と名乗ったが、それは徽言葉に先んずる人で

あったからである。妥た至福なるパウロ6、首らの中でキリス fか謗ってい

ることの訟しを与えたのだが、彼はキリス fに店らの声を供与したのであり、

キリス｝を遥して居る彼は廿美であった。そしてすべての預言者は、片分た

ちの声の器官を彼らの中で饗ぎ渡る徽霊に譲り渡し、ガ美となった。そして

掠的な螢を自分の唯を適して撒いたのであった。王もその民6倦康のためこ

れを飲み、それを準受することで願望が満俎してif(/がれることはなく、むし

ろ望んだものに与ることで妥す妥すその望みを売うのである。(13)
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ここでグレゴリオスは洗礼者ヨハネ、パウロ、すべての預言者たちについ

て、この人びとが「声」であったという。そして「声」であるこの人びとは

「御言葉へ奉仕し解釈する者たち」 (Tove;UTTf]pETOs TE Kat UTTO妍Tac;Tou 

応you)と述べられる。旧約、新約に登場する人びとについてこのように「声」

と述べられるが、ではグレゴリオスの同時代人、伝道者、説教者、聖書朗読

者について該当するのだろうか。ここでナジアンゾスのグレゴリオスがその

父グレゴリオスについて述べた「神の声を授ける者」という一句を想起した

い。礼拝における説教者を指す可能性は否めなく、関連付けて読むことがで

きるように思われる (14)。いずれであれ、ここでは伝道者自身の身体から発

せられる「声」がキリストの語りとして捉えられている。伝道者は語り、預

言するが、その声の本当の主体はキリスト、神、聖霊であるということにな

る。

C. 声とデュナミス

いくらかのテクストでは、フォーネーをデュナミス、すなわち力と結び付

けて解釈するところがある。これを述べるものは、まず 27番のテクストと

なるが、そこでは雅歌 2章 7節にある「野の力」 (Takouvaμe(JIV TOU o:ypou) 

について述べた箇所となる。これを解釈していく中で、「力」が複数形である

ことからグレゴリオスはこれは天使のことを述べたものと捉える。ここでは

「力」という声（＝言葉）の意味するものは何かが問題となっている。

これに対して 107番のテクストでは声というものの力について述べる。雅

歌 5章 2節の「恋人の声が扉を叩いています」を問題として、これをグレゴ

リオスは、花嫁たる魂は神の顕現を受け入れようとするが、戸口に立つ御言

葉を中に入れて同居させることなく、ただ「その声ての力強さに驚嘆させられ

ている」 (Evo叫μaTIT砧 <j>WV~C TTOIE!Tat T~V OUVaμtV)状態にあるという。

ここからグレゴリオスは独自のエペクタシス論を展開する (15)。次の言葉は

そのすぐ後に述べられている。

被に洵かって登り行く者たちにとってその行程はいかに際限のないもので
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あるのか、妥たいかに常に把握されたものがいっそう高沃のものへのはじ妥

りとなることか、が理解される。(16)

この短い一文はグレゴリオスのエペクタシス論を簡潔に表現している。見

てしまうことで止まってしまうのでなく、声を聴くことでその力に引き寄せ

られて際限なく進んでいく、雅歌 5章 2節についてこのように解釈するので

ある。 ・

神のフォーネーの力については、また第八講話にある 84番と 85番におい

ても確認できる。

御言葉の声は力の声であり、ちょうど晟初の紛進のとぎに尤はその茄令に

よって耀ぎ出し、さらにその盆令の言葉によって大勉が銀えられ、勉のすべ

ての被進物るこのように叡遊する言葉によって周皓に出蜆したのであるか

ら、房様の仕方で、今やまを御言葉は瀦がよりよぎ 6のとなって自分のとこ

ろに来るように動妥すことで、塊はその茄令によって力づけられそのように

なるのである。それは花婿か望んでいたことであり、こうして瀦はいっそう

掠的なものへと変化して、そうしたよき変容を過してかつてそうであった栄

党からいっそう高い栄尤へと変容せしめられるのである。(17)

ここでは創世記冒頭に記されている、神の声が世界を創造したことを引き

合いに出して、同じくその神の声が魂を変容せしめるという。神の声の力強

さを述べるのであるが、第ニコリント書3章 18節にある「栄光から栄光へ変

容せしめられる」の聖句をグレゴリオスはエペクタシス的に解釈するのであ

る。このよりよきものへの際限のない前進こそ、ここで神の声の力（デュナ

ミス）だとされる (18)。

もう一つこのデュナミスに関わるテクストがあり、それが第五講話のなか

にある、 44番から 46番にあたる一連のテクストである。マタイ福音書にみ

られる中風を患う人の話 (9章 5節）から「立って歩け」というイエスの声

に言及される。語りかけられた人は立ち上がって歩いたという。次のように
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グレゴリオスは記す。

徽言葉は童い床を拮ち上げるだけでなく、歩むように紛じているのであっ

て、それはわたしにはよりよぎものへの筋進、移動運動を遁した増大を意味

するものと思われる。 r立って、来なさいJとおっしゃるのだが、なんと力に

溜ちた茄令であることか。妥ことに掠の声は力に溜ちた声であり、ちょうど

爵編6r易よ、彼の声を、力の声をJ（酵加編沼飯）と逆べている。(19)

ここでも「より良きものへの前進」といったエペクタシス的表現が用いら

れ、キリストの声は魂をしてこの歩みを歩ませる力をもった命令となってい

るという。「雅歌講話』におけるフォーネーは力に満ちたものとされるが、そ

の力とは、人をして神へ向かった無限の歩みを歩ませるものなのである。そ

の意味でグレゴリオスのフォーネーの神学は、グレゴリオスのエペクタシス

論に極まると言っても過言ではないだろう。

d. 声とエペクタシス

デュナミスの概念とは別に、フォーネーが使われる文脈でエペクタシス論

が展開する箇所がいくらか確認できる。実は『雅歌講話』という文書は、そ

もそも完全性への登頂へと聴講者を誘う目的で記されているのであり、その

ため全編において何度も繰り返しエペクタシスを基調とした解釈が展開して

いる。そのためフォーネーに関わるテクストでも複数箇所にわたりエペクタ

シスが主題となっていることが確認される。ここでは三つのテクストを取り

上げてみたい。

まず第八講話にあるテクストを確認したい (82番、 83番）。雅歌 2章 10節

で「来たれ、私の良き人よ」と述べ、再び 13節で「おいで、私の鳩よ、自分

でおいで、岩陰のなかに」と続く点を指摘して、次のように言う。

そして勉のこうした声を、徽言葉は瀦にがしていっそう律大ないのへの願

望を勤め謗うものとなし、そして今や自分のところに登りくる塊にすべての
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点で汚れなぎものであることを証しして言う。「あなたのすべては美しく、

あなたのうちには汚れはないJ（稚歌4意7筋）。（20)

雅歌に記されている声、また聖書に見られる同様の声は、御言葉が魂を誘

う声であるという。これが過去の出来事を述べたものでないことは明らかで

あろう。そもそも『雅歌講話』という企画自体が、雅歌の言葉の現在性を意

識し、現に生きている人の魂の導きとなるよう展開されている点を考慮する

ならば、むしろ雅歌が朗読され、その声として経験されるように解釈が展開

していると言える。ところが魂はここまで到達すると「慢心に満ちて」

(Eyxauvw0叙oa)、さらなる前進を止めてしまうかもしれない。そこでさら

に続けて「屏ひ勘妥しの声を遥して」 (8心Tf)c;rrpoTpE TTTOKf)c; TaUTflc; q,wvric;) 

命じられるという。すなわち「レバノンより出てきなさい、花嫁よ」（雅歌 4

章 8節）。以下この言葉を同様に絶えざる前進・上昇を誘う言葉として解釈

していくのである。

次に取り上げるべきは、第六講話のなかで比較的はじまりに近いところに

位置し、第五講話までの考察のまとめを簡潔に行う (61番、 62番）。その過

程で魂の完全性に言及しつつ、次のように述べている。

かく 6高められた魂が完全性の極みに鍔達したと雅が縣らないだろうか。

しかし席様に、達戌された魔存もさらなる上への導きの端縮なのである。こ

れらすべては声の智きと思なされ、鹿覚を遁して推秘的なものへの観想へと

瀦を転洵させるのである。(21)

こうして新しい、異なった視野で神が探求されていく、なぜなら神につい

て「視れだ6のは一つの視覚の6とにではなく、走た荷じ楊所にも存立して

いるのではなかった」 (ouxEOTTJKEV OUTE ETTI T~c; μ1如神EOc;O0TE ETTi TOU 

Torrou TOU a缶OUTO如IV6μcvov)からである。そして「自分のもとに届いた

二度gの声によって花嫁は、屏びいっそう大ぎな境勉にいたる」のであり、

さらに見神 (i8civTdv 0函v)の境地にいたってもそれははじまりにすぎず、
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「さらに厚び声を鹿く」 (TTCX入IVTTlc;;他ovhc如o如）のである。こうして繰り

返し声を聴くことで、際限のない前進が神に向かって、自らの完全に向かっ

てなされていくのである。

最後に取り上げるのは、先にデュナミスのところでも考察したが(107番）、

第十一講話に確認されるテクストである (106番から 113番）。この講話では

雅歌 5章2節の「恋人の声が扉を叩いています」の解釈からはじまっている。

先にデュナミスのところで引用した一文の続きは次のようになっている。

というのも瀦に殉かって羅られたことを遥して、われわれは至高のところ

への渉みの崩泄のfiifかしら俵止をJtJJ存したのだが（完全であることの証言の

後でさらに大ぎな俯を戎めるというのだろうか）、その蒔にわれわれは塊が

妥だ家の中にいて、靡の界には吊ておらず、顔を合わせての顕硯を喜んでい

るのではなく、鹿鴬を遡して菩なる 6のに与ることへと導・かれているのを児

出すのである。(22)

視覚による停止に対して聴覚による前進が対比して論じられる。魂による

神に向かった歩みは都度どれほど完成したように見えようと次の段階へのは

じまりにすぎず、さらにその歩みは続いていく。このテクストでは続いて有

名な「尽きざる泉」の比喩が論じられ、さらにその後には暗闇の中に入った

モーセの記事が取り上げられ、いま論じた趣旨に添って解釈されていく。こ

こではその詳細は割愛するが、この文脈の行きつくところに「現存の感覚」

のテクストが登場するのである。

というのも易えざるものがどのようにして夜に硯れるのであろうか。そう

ではなく、瀦に俯か硯存の感覚を与えるのであり、本性の不可拐に應されて

朋瞭な把握を逃れるのである。(23)

この有名なテクストにおいて「現存の感覚」といわれるその「感覚」

(a'ioOn01s)とは、これまでの議論から聴覚のことと理解しても間違いではな
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いだろう。魂は聖書に記されているその声に導かれてエペクタシスの道を歩

むのであるが、その前進には止まることがなく、聖書の声に導かれて際限な

く進んでいくしかない。なぜなら神は無限なる方であるからであって、そこ

に善性の際限のない豊かさがあるとグレゴリオスは考えているのである。

結論

これまでの考察を通して得られた結論を以下にまとめておきたい。

1) まず『雅歌講話』におけるフォーネーは、仕方は多様であるが、そのす

べての用例において聖書との関連の中で用いられている。

2) フォーネーについてグレゴリオスが『雅歌講話』で展開する神学的思想

のひとつは、旧約の預言者の活動を「声」と捉えて、キリストの受肉によ

る顕現との対比を語っていることであった。

3) さらに伝道者のフォーネーは、神、キリスト、聖霊が用いる声になって

いる。すなわち声自体は人の喉から出るものではあるが、その主体は神と

して捉えられている。さらにこの場合の伝道者とは、預言者、洗礼者ヨハ

ネ、パウロが挙げられているが、それぞれの聖書朗読、また説教者も含ま

れる可能性は排除できない。

4) さらにグレゴリオスによると、フォーネーには力があり、それは創造の

カであると同時に、魂を神の無限の探求、すなわちエペクタシスヘ誘うカ

であった。

5)最後にグレゴリオスのエペクタシス論の一側面にはフォーネーの神学が

認められる。神は視覚対象として現れるよりも、聴覚によって認められ際

限なく、またより善きものへと魂を誘うのである。それゆえフォーネーは

工ペクタシス論の重要なファクターとして捉えられているのである。

声には志向性があり、われわれは声に導かれる。聖書の言葉は声として経

験され、その声を聴くことでわれわれは神のリアリティを経験しつつ、神へ

と、より善き生へと導かれていく。聖書の言葉が声として経験されるとすれ

ば、それは聖書を声に出して読むときであり、また聖書朗読の時であろう。
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書かれた文字としての聖書テクストではなく、いま語りだされる力強い神の

声としてその現在性がとらえられる。ここからグレゴリオスはそのエペクタ

シス論を展開させる。以上エペクタシス論の一側面として、グレゴリオスの

「声の神学」ともいうべき思想が確認されるのである。

註

(1) テクストは Brill社刊の GregoriiNysseni Opera所収の第 6巻を用いる。 H.

Langerbeck ed., Gregorii Nysseni In Can材cumCanticorum, 1960.また邦訳として下記

があり、適宜参照した。大森正樹•宮本久雄・谷隆一郎・篠崎榮・秋山学訳「ニュッサ

のグレゴリオス 雅歌講話』新世社、 1991年。なお引用に際しては、邦語、欧文の双

方においてイタリック体を用い、また欧文文献の書名についてもイタリック体を用い

る。

(2) 「ニュッサのグレゴリオスにおける「神の声」の用例と用法」、『神學研究』第 68号、

2021年、 29-39頁。なお『雅歌講話』における「声」（音）に注目した先行研究は見出

していない。たとえばG.Maspero, M. Brugarolas, I. Vigorelli eds.. Gregory of Nyssa: In 

Canticum Canticorum. Analyutical and Supproting Studies. Proceedings of the 13th 

International Colloquium on Gregory of Nyssa (Rome, 17-20 Septwmber 2014), Leiden; 

Brill, 2018にもとくに見出せない。

(3) 研究ノート「ナジアンゾスのグレゴリオスにおける 0Ela¢ovnの用法と用例」、『神

學研究」第 69号、 2022年、 119-126頁。左記研究ノートは原稿の締め切りの都合か

らナジアンゾスのグレゴリオスに限定したものとなったが、続けてバシレイオスにつ

いても同様の研究を行い、 2022年3月17日開催（オンライン）の日本基督教学会近畿

支部会で「カッパドキア教父における「神の声」 (Ocia¢ovi)の用例と用法」と題して

口頭発表した。なおこの口頭発表では題にもかかわらずバシレイオスとナジアンゾス

のグレゴリオスについてとなっている。そして同年 7月16日京都大学基督教学会に

おいてニュッサのグレゴリオスを加えて「ニュッサのグレゴリオスにおける「神の声」

の思想」と題してカッパドキア三教父における「神の声」の用例と用法の全体につい

て口頭発表を行っている。本稿の研究は、研究を「神の声」に限定せず広く、しかし対

象著作を「雅歌講話』に限定してニュッサのグレゴリオスについて研究したものとな

る。なおこの研究は、その表とともに、日本基督教学会近畿支部会において「ニュッ

サのグレゴリオス『雅歌講話』における声の思想」と題して口頭発表を行った (2023

年3月23日、関西学院大学）。

(4) Thesaurus Linguae Graecae. A Degital Library of Greek Literature, University of 
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California. Irvine. http:/ /stephanus.tlg.uci.edu/. 

(5) 『雅歌講話」のテクストを示す場合は、グレゴリオス著作集 (GNO)第六巻の頁数と

行数を示す。

(6) 前回の検索方法は、 0Ela+¢ovnについて、proximity,case sensitive. within lOwords 

を条件として行った。今回は語根のみを入れて、 ¢ovのみでの検索となる。この検索

条件の違いが結果の相違をもたらしたと推定されるが、詳細はまだ不明にとどまる。

(7) 件の辞典には次のようにある。 sound,tone, prop. the sound of the voice, whether of 

men or animals with lungs and throat.続けてその第一に上がっている意味は、 mostly

of human beings, speech, voice, utterance,となる。

(8) 1Tdoag ydp Tas dvapdoEIC EKEivag od eEOpiav TE Kai KaTd入n↓lvivapyh Tic 

伽 Ociasd枷如叫vTOU rro6ouμevou KCXTOVOμ幽珈示ふo承xapak可 plSoμEvnv

TOig i紐 μao1v,ou邸示 KaTavor¥oewc;y1vw0Koμevnv TE Kat囀 pa(vouoav.(138, 9-

13) 

(9) yeyove TE oov ii TOU vuμ<j>,ou如 vn紐 TOv1Tpo¢nTふv,EVふgと入心nOEV6 0c&，Kai 

μETd Tnv中wvnv~入0EV 6入dyocE1TIEn50v TOls dvTIKElμivoIC bpEOI Kai TOv Pouv⇔v 

Ka0a入入oμEV叩，．．．．．．（142,9-12) 

(10) OOTOs句pycivwT~ LO入oμwVTlTOI.ITC,;> XPTJOCXμEvoc;ふaTl7s EKEIVOU中OV和c巾μtv

ふa入iycTa11TpdTEpov μとvEV TTapo1μ1mc;, eha EV T~'EKK入noIaoTi Kai μETa TaGTa Ev 

而 rrpoKEtμ釦TlTOU "A1oμaToc; TふV'A10μ出TOV¢し入lOO<plCf.6蒟 Kai TagCI Tnv 1Tp6S T6 

TE入ElOVavo8ov uro5CIKVuov TQ 入6y~. (17, 7-12) 

(11) rrpoc; TO¥JTOls ei TOIJ rrveuμaTOs EOTI OEKTIKOs TOIJ Tnv rnpoiav nμwv rrupoEt研

TTOIOUVT叩 Kai叙伽pμaivOVTOCKai Ei邸寸CEUixov ¢ovic u1TnpETEl T⇔入oyc,;i.ouoe 

yap a入入ouTlvds'EvEKEV Tnv dv0po1Tivnv中OVnv6 0以丈:TlJ <pUOEI TWV civ6pwTTc..:>V 

EVETEKTflVCXTO ~ y vex opyavov u TOIJ入oyouふap0poGoaふ'sauT17c;Ta而CKap8iag 

Kl vr¥μaTCX. (234. 21-235. 5) 

(12) ふoTEKai &oa詠d入Elμnkim adT6v Eival Tdv入a入OUVTCX,ci入入0:TnV KE中a入nvaしroG

中6eyyeo6cxt,・ ・ ・ ・ ・ ・ (235, 17-19) 

(13) ETTEi oov KT]pia μe入ITOsoi KCX入oiEiol入oyot,入oyouOE opyavov EOTIV ii <j>wvr¥, ~c; ii 
yeVEOls EOTI V EK中dpuyyoc,TdxaToicり1Tnp£TaCTE Kai i1TO中flTCXsTOIJ入oyouEV ok 

入叫E16 XplOTと Todv6μaTl TO¥J四叩μaivEOOalvo血 Tis0奴如ap吋OCTal.Kai y叩

6 μiyag’Iexivvnc ipOTn0Eis &oTlC ei’n中oviviauT6v KaTOV6μaOEV, E1TEl8i ToG 

応yourrpoopoµ゜ ~v, Kato μaKap1oc; TTa訊oc50klμ加虹硲OUTOU EV CXUT~ 入a入OUVTO<;

XptOTOU, Cj) TI1V <j>wvnv ECXUTOIJ xpr¥oac; y入ukaoμ6civふ'EKEivou¢OcyydμEVOS, Kai 

1TdvTEs oi 1Tpo斬TalTa¢OVETlkaiauTふVopyava T(-'? EVTJXOUVTI a如01c;lTVEUμCXTI 

1TapaxopioavTEC y入ukaoμ6ciy(vOVTO T6 0Eiov μ£入18ld TO0入cxpuyyoc;TOIJ iOtOU 

1TnydSovTEg, 6 Baol入ElcTE Kai i5ioTa1 1Tpdg iyEiav 1Tpoo中EpOVTCXl,00 DOTTO入auolC
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oik ETTlk6TTTEI寸vETTIOuμiav T⇔ K6pQ，ふ屈 Tp抽Elμaふov珈寸STOv £TTIOuμouμEvov 

μETouoi(Xc; TOV rro8ov. (425, 2-17) 

(14) 拙著「ナジアンゾスのグレゴリオスにおける神の声の用例と用法」を参照。とくに

以下の議論はここに引用しておきたい。ここで参照したい用例は、 Funebrisin lau-

dem Caesarii fratris oratio (oratio 7, ch. 3, section 1, line 6)に見られるもので、 0E((XV

如呻と記されている。これはグレゴリオスの弟カエサリウスの追悼説教となってい

るもので、 369年春のものであってそこに含められている。「冒願荷親について逆べる

が、第三意は父グレゴリオスについて述べる段落となる。 グレゴリオスは、父につい

て「第二のモーセ、アロンとして推に近づくことにふさわし〈、描の声を遠方にとど

妥る者たちに揆ける者J]と言う。父‘グレゴリオスはナジアンソ‘スの主教として勉域の

教姿を揺導してぎた人物であったが、「掠の声を援けるJ(IJE(av ¢皿伽x0PTJY.函）とい

うのはどのような意味であったのか。モーセやアロンに言及されるが、それは掠の啓

示を受け放るためモーセとアロンが凶に登ったと記す、出エジプf詔ゑ4章2筋、 9筋

を搭しているのであろう。父グレゴリオスが借従に洵けてグ彼の声を取り次いでいるこ

とを言う。「援けるJ伐OPTJY.函）とは、ランペの専典では「描についてJ(ofGod)使

われる言葉であって、描が仰かを綬けるという意味で使われる。従って父グレゴリオ

スを通して描か声（御言葉）を人びとに援けるという意味合いが込められているので

あろう。とは言え「グ放の声を援けるJの具体的な意味が不朋にとど妥る。読助の行う

聖薯筑勢というよりも、説教のことと思われるが、説教を「描の声Jとしているのかど

うかは煉重な検酎を要する。J(122頁）

(15) エペクタシス論については、次の拙著を参照。「神認識とエペクタシスーニュッ

サのグレゴリオスによるキリスト教的神認識論の形成」創文社、 1998年。

(16)'Opc'jc;, TTふ 必pIOT6cEOTI TOlg TTp6S T6v細 vdvIOOOIV 6 8p6μOC, TTふSTd da 

k(XT(X入cxµ~cxvoµevov o:pxn rrpoc;お UTTEpKE1μEVOVyivET(X1. (320, 8-10) 

(17) AM' ETTEI5n TT(XVTOTE TJ TOU入oyou¢ovi 5uvexμCOC EOTI ¢ovn, Ko:0(XTTEp ETTI T承

TTp0mC KT(OEOC ouvc邸入exμ↓ET6 ¢Oc T⇔ TTpooTdyμaTl k(Xl OUVUTTEOTl) TTCX入IVT~ 

rrpooT(XKTIK~ 祈µ(XTl To onp如μ(Xk(Xi i入OITTTJTTO。(XKTiolC OoaUTOC T⇔ TTOInTIK⇔ 
匹 V(XVE¢(XivETo入oyc,;i,Tov cxuおVTporrov KO:l vuv TOU入oyouTl)V ¥jJUXT)V Kpet TTOVCX 

ycvoμeVnv TTp6c E(XUTOV訊8EtVEYKE入euacxμ紅oudo1(XOTdTOc 5uvexμo0Etoa T⇔ 
TTpOOTcxyμ(XTl TO I CXUTl) yt VET(XI, o'i(Xv o vuμがoc;e~ou入ETO, μET(XTTOInOcto(X TTp6S T6 

OcldTEpov Kai dTT6 Tic Ev i nv TTpds Tnv dvoTEpav 56[av μETaμop¢o0Eio(XふaTRs 

o:ycx0Rc; ex入入OIWOEW<;,・ ・ ・ ・ ・ ・ (253, 8-18) 

(18) M. Harl, 《FromGlory to Glory》L'interpretationde II Cor. 3, 18 b par Gregoire de 

Nysse et la liturgie baptismale, in: KYRIAKON Festschirft]ohannes Quasten, Muenster 

Westf.: Verlag Aschendorf, 1970, p. 730-735. 

(19) OU yo:p 01(XviOTnOI μdvov 6入oyoc;TO E TTl K入IVIOVcix8oc; EKEIVO, ex入入aKat mplTTCXTEIV 
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eyKE入西ETCXI,orrep μ01 OOKEI TTlV rrpoc TO KpElTTOV TT匝o5ovTE Ko:i £TTo:UEnow珈示

µETO:~O:TIKnC KIV~OEWC OT]μO:tVEIV.'AvaoTO: OOV <pT]OI K(X「E入6i．ふTTpOOTCXyμo:TOC

ふJvo:μ1c.ovTwc中ovi5uvdμEOc EoTIV i ¢ovi To0 0EO0, Ko:OOc i ↓(X入μo5io:¢noiv 

紬 'loouOulOEI吋v¢wv11v(XUTOU, <j>wv11v ouvaμewc. (149, 7-14) 

(20) Kai a入入o:cTo10:uTo:c ¢wvcic rrpoTprrT1Kdc TE KO:t e入KTIKCXCTnc T血 μEI蒻vov

sm6uμio:c o入oyocrrpoc TTlV斗1ux11vrro1T]odμevoc K(Xi μapuTupioo:c i5n Ti TTp6g 

,、 OICXTTCX ヽ" " 0:UTOV o:VIOUOn T0 10: TTo:VTOV o:μoμnTOV EITTOV oTI O入nko:入iEl ko:I μ0μog ouk 

EOTIV ev ooi,...... (249, 2-7) 

(21) Tl TIC ouv ouk (XV EITTOI TnV ETTI ToooGTOV叫 0妬 00:V卯 xnVEV TQ 0:KpOTo:TQ 

yEyEV如60:16pQ T加 TE入EIdTnTOC;aM如ocTd TTEpC TOv TTpo8Invuoμivov dpxi 

yIVETo:1 TiC ETTI T(X UTTEpKEIμEva xElpayoyl(Xg • TTo:VTa ydp EKEtv(X中wvnc~xoc 

£voμio6n TTpな TTlVTふVμUOTIKWV eewpi(XV TTlV卯x11vふd寸c如oneETTIOTp玲0Uonc,

...... (177. 17-178, 3) 

(22) OTE匹pOTCXOIV TIVCX TOU opoμou而c£TTi泣呻n入aTTOpEiac 5心盃VTTpOC(XUTDV 

‘’入‘ClpnμEVOV n TTIOaμEV (Tl ydp o:V TIc μETo: Tnv TiC TE入EIOTTJTOCμo:pTupio:v TT入EOV

STJ'fllOEIEV;) TO 似 ' 99 99 OEIEV;） TOTE ETTOμEV ETI EV5ov ouoav aumv k(XI OUTTO TOv 6upov CKTと YEYEVnμEvnv

o涵寸cko:Ta TTp6ooTTOV iμ中aveI o:c KO:To:Tpu<j>~oo:oo:v … ••• (320. 10-16) 

(23) TTWC yap av EV VUKTI中O:VEIT]TO μ11 6pwμevov; ex入X0:toOnoIV μiv TIVo: 8booI Ti 

tux介TRcrro:pouo10:c, EK中euye1OE TTlV svcxpyn KO:TO:VODOIV T~ cxopaTw TRc <j>uoewc 

eyKpuKpurrToμevoc. (324, 9-12) 
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ニュッサのグレゴリオス『雅歌講話』における ¢o面の用例と意味 (GNO頁順）

番号 語形 ¢oviを含むギリシア語 ¢oviを含む句の訳

1 ¢ovn， v a入入CXOOEIV TT]V <pWV~V 声を入れ替える

2 ¢ovOv EK TWV euayye入IKふv¢ovOv 福音の声 (pl.) から

3 ¢ ovaI c TO0 xpivaI如 pcuvaVTac Ocldc ¢ov如 神の声 (pl.）を探求する必要ヘ

4 ¢ovic lTapa iS Toi 5EOlTぷou¢euvric 主の声によれば

5 ¢ ova， c 
Tac aknpaTOUC Tou vuμ¢iou TE Kal可C

花婿と花嫁の浄い声
v訳bnc中ovdg

6 ¢ovhc 珈而c'EKEivou¢ovhc その声を通して

7 ¢ovnc Ol TT)C ¢ovhCTOb vu吟louakouoavTEC 花婿の声を聴く者たち

8 ¢ ovn， v 
寸v¢ovmv甘lCoふ1Tlyyoc;; TCXUTTjC 

あのラッパの大きく過度の音
μeycx Tl KCXI E~CXIOIOV 

， ¢ov祐 ふdTTJc UTTEpOETlkic Tex紅nc¢ovhc この優れた声を通して

10 ¢ ovexI c 
Tag Oclo:C TÔ U q99 oμ0:Tog TOV o:oμ0:TQV 

『雅歌』の神的な声
¢ OVaI c 

11 ¢oviv KaTa TTjV To^  u kuptou 中ovnv 主の声に従えば

12 ¢ OVn， v E,IC寸vぐE入入硲a¢oviv ギリシア人の声ヘ

13 収ovn’v KCXTCX TTJV TOU OTTOOTO入ou¢ov巾v 使徒の声に従えば

14 ¢ovn ’ n t¢. ovn I 「この声はまさに嘆きである。」
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ニュッサのグレゴリオス『雅歌講話』における「声」の神学（土井）

意味・引用箇所

＊旧約は LXX
講話 1

GNO 
頁．行

備考 補足

アレゴリカル解釈のこ

と

福音書の記事

゜

゜

「しかし彼（＝パウロ）は歴史［的出来事］

を両契約の摂理（経綸）を示すものへと移

そうとして、声（表現）を差し替えます。」

＊ガラテヤ 4章 24節では 6入入flYOpouμEVa、

また第ーコリント 10章 11節では「予型と

して」 (TUTTIKW(;)、第一コリント 13章 12
節「鏡」（如6TTTOpov)、「謎J(ai'v1yμa) な

どと言い換えていること 。

9.07 I 
文字通りの意味と霊的意味とが異なる例を

福音書に求めるなら、無数に存在すること 。
I福音

5.19 

聖書の言葉のこと

マタイ 15章 11節（イ

エスの科白） ゜
雅歌の言葉のこと ー゚

10.01 I聖書解釈論

1009 | 「口から入るもので人を汚すものはない。」1：の．

第一講話のはじまり 。少し前で「この雅歌

15.07 I 

の神秘に聴き入りなさい」という 。雅歌の

章句を情念にみちた解釈をしないようにと

しヽう 。

ソロモンの声

ヨハネ 3章 29節の引

用（部分）

出エジプト 19章 16
kk 

且[Jo

ー

ー

ー

「このソロモンを道具として用い、その声

を通してまず蔵言においてわれわれに語

17.08 Iり、次にコヘレトの言葉でそうし、これら

の後で雅歌において ・・・・・・」 ＊ソロモンの

声、しかしキリストがその声を用いる。

24.19 I 

洗礼者ヨハネの言葉の引用。花婿＝キリス

卜

-.,.. -.,.. ＝ 
26.07 I 

--の他QVnは「戸」でなく、「音」という 立

意味。
1 日

「歌の歌」という概

念・表現

雅歌の言葉（全般）の

こと

ー

ー

26.14 

27.19 e.中．

ヨハネ 5章 24節のこ

と
ー 32.11 I カタ句 主

ギリシア語のこと

ローマ 1章 30節のこ

と

2
 
2
 

53.18 I言語のことを中Q 叫という 。 号 至五
にコロ口

55.10 I カタ旬 使徒

雅歌 1章 6節のこと 2
 

59.13 
「自分の畑は見張りもできなかった。」と

しヽ う節。
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15 ¢ovic TTJC o~c 中ovic あなたの声（を聴く）

16 加OVic ふdTT]c ¢ovic oou あなたの声によって

17 ¢ovic TT)gTOU vuμ¢iou ¢ovic 花婿の声（に値しない）

18 ¢ovic E9 K TT]̂ CTO^  U Eu9 ayy釦 ou¢ovic 福音の声から

19 ¢ovic 如ouonTT]s y入ukciag¢ovhc 甘い声を聴きなさい

20 ¢ovn I 曲TOUTOU vuμq>1ou q>wv~ 花婿自身の声

21 ¢ovic ふa合ci5iac ¢ovhc 自らの声を通して

22 ¢ovic ふ0:TT]s TOIO:UTT]t;; <j)wvnc;; そのような声を通して

23 ¢ovi TaUTT) TTp6S TOUc ¢i入ouc;;而¢ovり その友人たちに向けた声を用いて

24 ¢ovnヽv KC(Texm‘v’ |oavvou ¢ovnv ヨハネの声に従えば

25 ¢ovhg ふdTo:hnc TT]c ¢ovic こうした声を通して

26 ¢ovi h TO0 5E01T缶ou¢ovi 主の声

46 



ニュッサのグレゴリオス 「雅歌講話』における「声」の神学（土井）

牧者（花婿）の声（花
「栄養ある牧草へと私を導き、あなたの羊

である私が、あなたの声を聴くことができ
嫁の願い・祈りの言葉

2 61.12 るよう名前で私を呼んでください。そして
として想定して記され

あなたの声で永遠の生命を私に与えてくだ
ている）

さい。」

牧者（花婿）の声 2 61.12 同上

第二講話は雅歌 1章5節から 8節までが扱

われ、花婿の言葉はまだ語られておらず、

この段階で花婿の言葉が語られないことに

花婿（キリスト）の声 2 63.05 ついて述べられる。「しかし神は彼女につ

いてよりよきものを予め見ておられるの

で、彼女はまだ化婿の声には値していな
しヽ。」

マタイ 25章 31-46の
2 66.04 

あなたは福音の声によってまったくその言
福音

こと（山羊） 葉（＝山羊）のことを理解している。

マタイ 25章34（科白） 2 69.16 

「花婿自身の声が円い太陽のように昇り、

雅歌 1章9節以下 3 70.22 
その輝く光線によって星の輝きや夜明けの

光は覆い隠されてしまう。」 ＊浄め、洗う

力をもつ花婿の声

雅歌 1章9節以下の花
神の言葉そのものは自らの声を通して聴く

3 71.07 者に清浄な力との交わりを与えてくれるの
婿の言葉

で、その言葉は神性そのものに与っている。

「そのような声を通して形の小さい点で似

雅歌 1章 10節のこと 3 80.03 
たものがわれわれに示されている。」 ＊ 

「首飾りのように」（雅歌 1章 10節）という

ことについて「声」と言われている。

その友人たちに向けた声を用いて 「私のナ

雅歌 1章 12節のこと 3 88.17 ルドの香を放っている」（雅歌 1章 12節）

と述べている。

「神は愛なり」。花嫁の花婿への愛、エペ

第ーヨハネ 4章8節 4 120.18 クタシス論が前に論じられ、神への愛とそ ヨハ不ヽ

の秩序が語られる。

雅歌2章 4節「私の上
「こうした声を通して何か一層高次のもの

に愛を秩序付けてくだ 4 121.07 
の教えを私たちは学ぶのです。」

さい」

マタイ 13章 38節の
4 132.11 

主の声が「野Jによって世を意味させてい
主

「野」という言葉 ることは、福音書から万人に明らかである。
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27 ¢ovhg ふdTo:虹ngTI)g ¢ovig こうした声を通して

28 如v~ ①WV~ TOU OOE入如5o0μou 私の恋人の声

29 ¢OVi ¢ WVT] ‘TÔU Tpuyo’ voc; キジバトの声

30 ¢ ovnI v O:KO¥JTIOOV μE njv <j>wvtjv oou 
あなたの声を私に聴かせてくださ
vヽ

31 ¢ovn I n .¢.ovn ' oou あなたの声

32 ¢ovnI v ¢ wv~v Tou rro6ouμfoou 恋人の声

33 ¢ovi ①o叫TO0a5c油15o0μou 私の恋人の声

34 如v~ ①ovn 、oToxaoμo、v 推測させる声

35 ¢ovi 他叫 TO0b5e入仰oouμou 私の恋人の声

36 ¢ovi h Ociex ¢ovi 神的な声

37 ¢ovi ①ovi TOb aふ油l5oUμou 私の恋人の声

38 ¢ovig a"u可 n『 m̂s ¢ov^nc a' kOn 声を聴くこと

39 ¢ovi ~ Tov vuμ<j>iou <j>wv~ 花婿の声

40 ¢ovnヽv μETa寸v¢oviv介入0evb入oyoc;; その声の後に御言葉がやってきた
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ニュッサのグレゴリオス「雅歌講話jにおける「声」の神学（土井）

雅歌2章7節の「野の力」について。「力が

単数で語られるとき、その思想はこの声を

節vaμにという言葉 4 133.08 
通して神的なものに結びついている。」雅

力
歌 2章7節の「野の力」について続いて「力」

が考察される。単数＝神の力、複数＝天使

の諸力。

I私の恋人の声がする」 ＊この聖句がひ

雅歌 2章 8節の引用 5 135.16 とつの主題となって論じられる。 ＊第五

講話冒頭の引用

雅歌 2章 12節の引用 5 136.10 ＊第五講話冒頭の引用

雅歌2章 14節の引用 5 136.17 ＊第五講話冒頭の引用

雅歌2章 14節の引用 5 136.18 ＊第五講話冒頭の引用

聴覚についての考察。「魂はそのすべての

登攀を真理の明瞭な観想や把握でなく、ま

た懃識を通して知られ享受されるのでもな no.33-

雅歌2章 8節のこと 5 138.11 
く、聴覚をとおして様々な特徴によっで性 41= 
格づけられた「恋人の声」と名付けている。」 137.4-
＊個々の文脈全体では、声は一般に聴く者 145.13 
を導くのであるから、完成した状態を表さ

ないことが論じられる。

雅歌2章 8節の引用 5 139.01 
恋人（花婿）のありのままを見せる／見る

のではないこと。

雅歌2章 8節の解釈 5 139.02 

雅歌2章 8節の引用 5 140.07 
直ちに沿OU0伍叩 ~KEI と続く 。 預言者の
声ー→御言葉の受肉

「『私の恋人の声がする」と言って直ちに

雅歌2章 8節のこと 5 140.13 
『あの方が来る』と続ける。」「来る」とは受

0.中．
肉であり、この spyovによってこの声 （雅

歌 2章8節）が証される。

雅歌 2章 8節の引用 5 140.15 

「神は昔から預言者たちにおいて様々 な仕

新約との対比で旧約の
5 140.19 

方で先祖たち に語られた」、これは声を聴

特徴として くことである。これに対して新約は受肉の

ため「見る」ことが特徴である。

「ま ことに花婿の声は預言者たちを通 して

預言者の言葉 5 142.09 
生じた。彼らの中で神は語 り、 そしてその

声の後でロゴスが敵対する山を踏み越え、

丘を飛び越えて来られた。」

預言者の言葉 5 142.10 預言者の声_御言葉（ロゴス）の受肉
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41 中OV沐g o¥ ic'EPpaiov ¢ovhc ElTIOT加OVEC
ヘブライ人の声（ヘプライ語）を

知る人たち

42 ¢ovn I ¢ WVT] ‘TÔU Tpuyo’ voc; キジバトの声

43 ¢ovhc 面ch5ciaC TふVTpUyOVWV q>WV祁c 鳩の甘い声

44 ¢ovn I 
るvTOC¢ovi 8uvdμ玲c:EOTIV ~ cj>wv~ 

実に神の声は力の声なのである。
TO0 0EOU 

45 牝lV~ 同上 同上

46 ¢ovn’ v TT]V <pWVT]V 0:如ob,¢ov巾v&uvdμEOC 
見よ、［神は］御声を、力の声を上

げる

47 他wv~v 同上 同上

48 ¢ OVn ， nolorrooa TOVQ5lKOVopVl0ov ¢ ovn 歌う鳥の沈黙の声

49 牝JV~
h ¢ WVTl To^  u Tpuyovoi;-, TOUTEOTI v Tl 「キジバトの声」、即ち荒野に叫

¢ C.uVT} TOU ~OWVT叩 'EV TTI,E両μc,;> ぶ者の声

50 ¢ovi 同上 同上

51 ¢ovn ヽ 中WVT] ‘TÔ  U TpuyoI v叩 キジバ トの声

52 ¢wVT]C 9 EK TT)̂ CTO^  U KuplOU ¢ov^  nc 主の声から

53 ¢ovi n'中.OVn, oou あなたの声

54 ¢QVn‘ v 可‘V中ovn’voou あなたの声

55 ¢ovnI v Tn'v ¢.ovn, v oou あなたの声

56 ¢ovn I h 5心盃vOupi8ov ¢ovi 窓を通って聞こえる声

57 ¢ Qva， c 
Tac OEiac ¢ovdCTdciTTayyE入入oμsvac; ふさわしい人々に永遠の至福を約

TÔI<;; 'mt;'101<;; Tfl‘V CX’lCuV’ lCXV μcxKCXplOTflTCX 束する神の声
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ニュッサのグレゴリオス 「雅歌講話」における「声」の神学（土井）

ヘプライ語のこと 5 143.16 モEi云m五ュ； 

雅歌2章 12節の引用 5 146.01 

雅歌2章 12節のこと 5 146.14 春の描写

マタイ 9章 5節の
主の声には力がある。 ＊エペクタシスへ

「立って来たれ」とい 5 149.12 
と導くカ

力

う主の声のこと（科白）

同上 5 149.12 同上

詩編 67編 34節の引用 5 149.13 現行の詩編68絹 34節 力

同上 5 149.14 同J:.

雅歌2章 11節の「冬」について、その悪し

冬の比喩のひとつ 5 152.12 き状態を指す。ただしこの表現は雅歌には

見られない。

キジバトの声＝洗礼者ヨハネの声 ＊ヨJヽ

雅歌2章 12節の引用 5 154.07 ネは徳の美しい花々を人びとに示したとい

つ‘ 。

マルコ 1章 3節 5 154.ffl 同上

雅歌 2章 12節 5 154.14 キジバト＝春を告知する烏

マタイ 13章 39節（科
5 155.22 

「メllり入れは世の終わりのことである。」
主

白） ＊毒麦の菩え

というのも次のように述べている。「私に no.53-

雅歌 2章 14節の引用 5 163.15 
あなたの御頻を示し、あなたの声を聞かせ 59= 
てください。あなたの声は甘く、御顔は輝 163.11-
いているのですから。」と。 164.15 

というのも次のように述べている。「私に

雅歌2章 14節の引用 5 163.15 
あなたの御顔を示し、あなたの声を聞かせ

てください。あなたの声は甘く、御顔は耀

いているのですから。」と。

「私の耳に 「あなたの声jが響くようにし

雅歌2章 14節のこと 5 163.21 
てください。」 文脈としては旧約における

諸時代、預言者の時代の「声」と新約にお

ける御頻（＝受肉）との対比

雅歌2章9節の「窓か 「窓を通して刷こえる声がこれはどに甘美

ら中をうかがい」に対 5 164.01 であるならば、あなたが御顔を現すことは

応 どれほど愛らしいことでしょうか ！」

福音のこと、イエスの
5 164.08 0.cj>. 

宣教の言葉 （声）
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58 ¢ ovaI 1 at Touヌtμ函 v文 ¢ovai シメオンの声

59 ¢ovnI v 可 V¢ovnv auTo^  u mv n8E^  Iav 彼（＝花婿）の甘美な声

60 ¢ ovn ， h eeia ¢euv~ 神の声

61 ¢ovhc ¢ovhc ixと 声の響き

62 ¢ovic ¢ovhc 5EUTEpag 第二の声

63 ¢ ova^  IC ,EV TCXIC TWV μuatKWV opviewv <j>wva~IC 音楽のような鳥の声

64 ¢ovic TTJc ¢ovic 声

65 ¢ ovaI c Tぷ伽iac¢ovdc 神的な声

66 ¢ovic Tfl!; TWVが入uJVTov vuμ¢1ou ¢uJVf1<; 花婿の友人たちの声を聴 く

67 ¢ovn I n '¢.ovn , ［花婿の友人たちの］声

68 ¢QVic 9 Ek m̂  CTÔ  U KuplOU ¢ov^  nc 主の声から

69 ¢ovnI v KaTaTT]V TO^  U TTpo¢nTOU中OVnv 預言者の声に従って

70 中ovhc 吋,.,E'KaTEpac¢ovhc いずれの声も

71 ¢ovnI v KCXTO: TDV TT CXV入ou¢wv~v パウロの声に従って
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ニュッサのグレゴリオス「雅歌講話』における「声」の神学（土井）

ルカ 2章 29節以下の
5 164.10 シメオン

こと（科白）

「彼の甘美な声を受け入れる人びとは、「あ

雅歌 2章 15節（？） 5 164.13 
なたは永遠の命を有しているj（ヨハネ 6
章68節）と述べて、福音の恵みを認めるの

です。」

それは光に満ち濫れた日、「吹きわたった」

雅歌2章 17節のこと 5 169.12 
（雅歌2章 17節）日である。ちょうど神の

0. ¢. 
声が霊の光に満ちたものと、「吹きわたっ

たもの」と名付けたように。

「というのもこれらすべては「声の響き』

と呼ばれ、それは聴くことを通して魂を神

秘的な事柄の観想へと向けなおすのであ no.61-
おそらく雅歌2章 8節

6 178.01 
る。」 ＊「これらすべて」とは魂の上昇過 64= 

のこと 程（段階）の出来事、つまりエペクタシス 177.14-
を意味する。「前に達成された完成の極み 180.7 
が一層高いものへの導きのはじまりとな

る」という。

雅歌2章 10節以下 6 178.09 

雅歌 2章 12節のキジ
6 178.16 

第6講話の冒頭、第 5講話で扱った 2章 12

鳩の声 節が再度取り上げられる。

雅歌 2章 15節で花婿
6 179.02 「再び声を聴くからである。」

が語ったこと

雅歌3章 l節ー 4節の
6 183.17 0.<j>. 

引用（が続く）

雅歌3章6節以下のこ
6 185.06 

と

雅歌3章6節のこと 6 187.12 
「荒れ野から上ってくる女人は一体誰だろ

う」について

雅歌3章7節の「床」について、イエスの

ルカ 11章 7節のこと
6 198.03 

言葉が引用される。「床とは、救われた者
主

（イエスの科白も） たちの安息であることを主の声を通してわ

れわれは学んだ。」

詩編 20編 4節の引用
7 212.12 カタ句。現行詩編の 21編4節 預言者

（ダビデ）

いずれの声（言薬；「母」、「父」という言葉）

「父」、「母」という言
7 213.01 

も一つの意味を取り上げている。神にば性

葉 差がないので、「父」、「母」いずれと言って

もよいということ。

コロサイ 1章 13節 7 213.17 カタ旬。「愛する御子」のこと パウロ
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72 ¢ovnヽv KaTa m‘v’ |oavvou ¢ovnv ヨハネの声に従って

73 ¢ ova＇ g TaヽgoC,lag ¢.ova, c 神的な声

74 ¢ovn＇ v KaTa可 V叩 OKEIμEvnv¢ovnv 目下の声に従って

75 ¢ovn ， ¢ovn ‘μ’ lex 一つの声

76 ¢ov砧 TO ‘TT]̂ c ¢ov̂nC' EpyaoTnplOV 音声の機能

77 ¢ OVnTIKa ， Ta 、¢ovnTIKa、 声の器官

78 中ovic ふaTT]C E折xou牝ovic よい響きのする声を通して

79 ¢ovn， v 寸 lva， v0poTTWnv¢ovnv 人間の声

80 ¢ ovn’ v KaTd寸v神EU蒟 TOUOEOTT缶ou<j>euv~v 主の偽りなき声に従って

81 ¢ovhc ふdic ¢ov祐 Tahnc こうした声を通して

＆入入acTo叫 Tac¢wvcxc TTPOTPETTTIK虚 ［ロゴスは魂に対する］より大き

82 ¢ ova’ c TE Ka‘I E’ 入KTIKClc;示c;TふVμEt炉vov なものへの欲求の励ましと勧めの
E9 lTIOuμI lac 声 (pl.)

83 中OV祐 ふdiSTTpoTpETTTIKiS Ta紅nc如OVhc こうした励ましの声を通して

84 ¢ovn ＇ 
CTTE15n TTaVTOTE n TOb入oyou¢ovn ところでみ言葉の声はまったくカ

8uvaμCO'C , EOTI¢ovn の声であるから……
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ニュッサのグレゴリオス『雅歌講話』における「声」の神学（土井）

第ーヨハネ 4章 8節 7 214.10 カタ旬。「神は愛である」のこと ヨハネ

雅歌3章 11節に対応する。 ＊ここの文脈

は「神」について「母」と述べられている

詩編 20組4節のこと 7 214.15 
雅歌の言葉の説明をしている。名称という

8.q>. 
ものは、キリストを魂に住まわせるよう導

く一つの力を表すものなのでこだわる必要

はないということ。

雅歌4章 1節のこと 7 221.03 
カタ句。「あなたの髪はガラアドから現れ

出た山羊の群のようだ。」

雅歌4章3節 7 228.14 
「その時には、すべての教会が善なる方の

交響において一つの唇、一つの声となる。」

「首」（雅歌4章 3節）について論じられて

いる。 ＊文脈全体では「首」についてキリ

身体における機能 7 234.08 ストのことと解される。またパウロの声を 立日 ギ戸

通して語るのはキリストであるからという

ことが論じられる。

7 234.09 音声、声の出る身体的器官 土曰 ギ戸

「よい響きのする声を通して御言葉（ロゴ

パウロの言葉のこと 7 235.01 
ス）に仕えるならば」＝宣教のこと。首、

頭について論じており、パウロが「首」だ

とされている。

「神は人びとの本性に人間の声を設憐した

7 235.03 のだが、それは、心の動きを声が分節化し、 立[3戸＝ 
言語の器官となるために他ならない。」

カタ旬。「主の偽りなき声に従えば、常に

マタイ 5章 8節のこと
8 246.06 

能力に比例して思惟によって受容すること

（イエスの科白） が可能だと、『こ ころの清い者は神 を見

る。』」

「主よ、あなたは永遠に至高なる方」 ＊ 

詩編 144編 5節のこと 8 246.16 第八講話冒頭にあたり、エペクタシス論が

展開する文脈 (245.11-247.18)。

入6yoc＝聖書のこと、 雅歌の言葉がエペクタシスヘの励ましであ

ただし直前では雅歌2 8 249.03 ることを一般化して、そもそも聖書とは何

章 10節、 13節の引用。 かということ。

次のような励ましの声を通して再び超越的

雅歌4章8節のこと 8 249.09 
なものごとへの欲動へと上昇するように勧

められて言う。「さあ、レバノンより来た

れ、花嫁よ」 (4.8) と。

命令＝創造の力として（創世 1章 3節から

神のロゴスの声 8 253.08 24節） ＊エペクタシスを生み出す力とな 力

る。
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85 ¢ovn I 同上 同上

86 ¢ OVnI v TauI m¥/ ¢ovnI ¥/ 次のような声

87 ¢ wva， c Tac OcolTVEUOTOUc ¢ ovag 霊感づけられた声

88 ¢ ova^  1g Tâ IC O9 μo9 mlC ¢ ova^  IC 
花婿は「同様の声」で教会を受け

入れる

89 中ova^  IC 9 EV Tâ  IC TTpOTaIg ¢ ova^  IC 冒頭の声において

90 ¢ovig 叙合gμEyd入nCTOu 1Tpo¢巾ou¢ovic 預言者（ダビデ）の大きな声から

91 ¢ovhc 枷iig TOlaUTT)g ¢ovic このような声を通して

92 ¢ ovnI v KaTamv TO^  U Euayy釦 ou¢ ovnv 福音の声に従って

93 ¢ ovn， v TTp叩寸v¢ov加TふVopyavwV 竪琴の音に合わせて

94 ¢ovn＇ v 
可 vTTpoc: Tov rraTp1apx11v yeyoμev11v 主によって父祖に向けて語られた

rrapa TO^  U KUplOU ¢ <pWVT]V 声

95 ¢ovnI v 
ko:To:TTJV o:↓EU而TOUETTo:yyEI知 μEVOU 約束なさる方の偽りなき声に従っ

中OVnI v て

96 ¢ovnヽv TT]V TÔ U E9 KaTOVTapxou¢ovnv 百人隊長の声

97 ¢ovn I n TÔ U Cc KaTOVTapxou ¢ovn 百人隊長の声

98 ¢ovn I h ic paOI入i8と <I>ovi 女王の声
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ニュッサのグレゴリオス 「雅歌講話』における「声」の神学（土井）

同上 8 253.09 同上

「花婿のまわりの天使たちの合唱に驚きが

生じ、皆がその花嫁を見て称賛しつつ次の

雅歌4章9節のこと 8 253.20 ような声を上げる。「汝、われわれの姉妹

なる花嫁よ、汝はわれわれの心を生き牛き

とさせた』と。」

聖書に見られる「花
II Cor. 11, 2（花嫁） ；Cant. 4, 10（花嫁） ： 

嫁」、「妹」といった言 ， 263.08 
Mk. 3, 35（妹）。

葉 (pl.)

雅歌4章 10節のこと ， 264.06 1章2節との関連も。

雅歌冒頭の諸節のこと ， 264.08 
詩編49編 9節、 13節 ， 267.15 預言者

雅歌4章 11節のこと ， 271.03 「あなたの衣の香りは乳香の香りのよう

だ。」

マルコ 3章 35節のこ
カタ句。「神のみ心をおこなう人こそ、わ， 279.14 たしの兄弟、姉妹、また母なのだ。」 ＊花 福音

と（科白）
嫁と花婿への親近性。

アモス 6章5節の引用 ， 291.02 「竪琴の 音に合わせて歌い騒ぐ人々」
音* 6章4節から引用がはじまる。

アプラハムに向けて語られた神の言葉＝主

の声。「というのも、魂の目をもって見上

げなさいと聴講者であるあなたに向かっ

創世 15章 5節 10 296.03 て、主によって父祖に向けて語られた声を

述べよう。」なおアブラハムの言葉は「天を

見上げてこれらの星々を見つめなさい
......。」

ルカ 12章 42節から
10 296.09 

カタ旬。賢い管理人が主人の全財産を受け

44節 継ぐということ。

「福音記者は次のように語り記している。

マタイ 8章8節のこと 10 297.01 
rィエスはこれを聞いて驚き 、その百人隊

長の声はイスラエルの信仰を超えている』

とした。」

イエスは百人隊長の声（＝言葉）を聞いて

マタイ 8章 10節のこ
感心したという。グレはイスラエル（＝ヤ

10 匈．15 コプ）との比較を通してこのことを、去っ
と

たものを再び呼び戻すものでなく、別のも

のが来るという思想＝エペクタシス

雅歌 4章 16節の花嫁
10 301.08 「北風よ、目覚めよ。南風よ、来たれ」

の言葉
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99 ¢ovig TTapd iCTOb vuμ¢iou ¢OV祁； 花婿の声によって

100 ¢ov祁c Q で TTErappnOlaoμEvnc ¢ov祁c なんと率直さに満ちた声だろう

101 ¢ (.,)va`  c;; T如 μuoTIKdgTOU EUayyc入iou<j>wv如 福音の神秘の声

102 ¢ovn’ v TTJV a,O' lふμovEKElVnv ¢ovnv 次のような歌声

103 ¢OV年 而g伽iag¢ovic 神の声

104 ¢ovi 而 µ1~ <j>WVTI 第一の声で

105 ¢ovn ， 
①WV~ TOU a.OE柚1oouμou Kpoue1 ETTI TTJV 

私の恋人の声が扉を叩いています
節pav

106 ¢ovn ， 
<l>WVT) TOU O:OE油IOOUμou Kpouet ETTI TT)V 

私の恋人の声が扉を叩いています
0upav 

107 ¢ovn＇ g 面g¢ovhc寸v函vaμ,v 声の力強さ

108 如吋
①o叫TOU<造袖I8oUμou kpoUEI E1Ti寸v

私の恋人の声が扉を叩いています
Bupav 

109 中ovnIv n;v To^  u vuμ如ou¢ovnv 花婿の声

110 ¢ovn I n 'To^u a’TTOOTO’ 入ou中ovn ＇ 使徒の声

111 ¢ovhc ふd寸g¢OVhc その声を通して
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ニュッサのグレゴリオス 「雅歌講話」における「声」の神学（土井）

雅歌4章 15節のこと 10 302.02 
「花婿の声によって彼女はその母となった

のだから。」

「花婿は「私の恋人よ、自分の園に下り、

雅歌4章 16節のこと 10 303.05 その果物の実を食べてください』と言う。

なんと率直さに満ちた声だろう。」

EVayy釦ov＝福音 ＊文脈全体では、脱自

雅歌5章 l節とのつな
10 308.08 

（エクスタシス）が問題となり、これを「よ

がり り神的に成る」 (TTpな TO:如ふtpa)ことと

捉える。

「偉大なダビデも••…•不可視の美を見て次
詩編 115編 2節のこと 10 309.07 のような歌声を叫んだ。『すべての人間は

嘘つきである』と」。ダビデの声として。

「神が浄めたものは不浄ではない」との神

使徒 10章 15節のこと 10 310.13 の声が一度語られただけでなく、三度その 8.中．
告知がなされた。

使徒 10章 10節のペト
10 310.15 

「第一の声で父なる神が浄めることをわれ

ロの聴いた声 われが知るために」

雅歌 5章 2節の引用 11 314.12 講話冒頭の引用

引用をしたのち、「どのようにして、述べら

れたこと（入Eyoμivov) を通して一層神的

雅歌 5章 2節の引用 11 319.08 
なものへと登る花嫁の登攀をふさわしい仕 319.5-
カで理解するのだろうか。」と続く 。 323.9 
＊文脈全休は、かなり本格的な工ペクタシ

ス論となっている。

「いま戸口の前に立つロゴスを未だ中に入

雅歌5章 2節のこと 11 320.04 れて家に住まわせていないので、その声の 力

力強さに驚嘩しているのである。」

雅歌5章 2節の引用 11 320.06 エペクタシス論の文脈

このため花婿の声は彼女自身でなく、彼女

雅歌5章 2節のこと 11 320.06 
の扉を捉えていると言う 。「私の恋人の声

が罪を叩いている」と。エペクタシス的前

段階に続いて。

「自分が何か知っていると思う人がいた

第ーコリント 8章 2節 11 320.19 ら、その人は知らねばならない通りにはま 使徒

だ知らないのです。」

雅歌 5章 2節（おそら
「花婿は一度も見られていないので、姿を

11 321.05 見せるであろ うとその声を通して花嫁に約
く）

束するのである。」

59 



112 ¢ovi 
①o如Toi蛉E入蒻ouμou Kpoue1 ETTI TI]V 

私の恋人の声が靡を叩いています
0upav 

113 ¢ovic 
TOU o心TT]c¢ovic rrpoonxioavTOC 声を通してこだまする言葉 （を聞
入6，you く）

114 ¢ovhc 
o磁 TI¢ovic吋VKCXpOtCXV 

もはや声が扉を叩 くのではなく
6upoKpouaTouaric: 

115 ¢ovic 如TOU而c¢ovhc 彼の声

116 ¢ OVnヽv KO'.Tamv To^  u kuplOU ¢ OVnv 主の声に従って

117 ¢ ovn， v KOTCX TT]V TOU TTau入ou<j)wv~v パウロの声に従って

118 ¢ovn＇ v 寸VTOU OcOTTふou<j>wv~v 主の声

119 ¢ovnI v KaTa可 VTTapolμIO5n ¢ovnv 蔵言の声に従って

120 ¢ ova’ g 
¢ ovaC Ev8EIKTIKac TTJc a¢paoTOU 

言い難い至福を示す声 (pl.)， 
μaKap10TT]TOC 

121 ¢ ova’ I a'1 ¢.ova, 1 声 (pl.)

122 ¢ovn ’ 
h ¢ovi TO0'ETTaTa底VμEKふ 「私を打った」、「私を傷つけた」
9 ETpauμaI TIoaI v μE という声

123 中ovn＇ v 
KaTd TE寸vrrapo1μ1(.()0T)ふ8aOKa入iav 蔵言の教えに従い、また預言者の

KaIKaTa mv TOU rrpo¢nTOU ¢ovnv 声に従って
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ニュッサのグレゴリオス 『雅歌講話」における「声」の神学（土井）

雅歌 5章2節の引用 11 322.02 エペクタシス論の文脈（尽きざる泉の比喩）

声＝ 5章 2節の冒頭、
まず「恋人の声が扉を叩いています」との

声が聞こえ、さらにこだまして「開けてお
言葉（ロゴス） ＝同箇 11 322.05 

くれ、愛しい姉妹よ。愛しい近しい人よ
所の続き

・・・• --」 （ 5章 2節）

「その後魂はふたたび高みへの登攀に着手

雅歌5章2節を指しつ
11 332.11 

するが、もはや声が扉を叩くのではなく、

つ、否定する。 神の御手自身が隙間を通って中へと忍ぴ込

んでくる。」

＊文脈は雅歌5章 4節の解釈で、 5章2節

雅歌 5章2節のこと 11 333.02 の段階よりもいっそう高い境地に至ってい

ると評価される。

マタイ 24章 35節のこ
カタ句。「天地は過ぎゆく」、その時には視

11 336.02 覚、聴覚、思考を超えた生命に入る、とい 主
と

う。

ローマ 1章 20節の引
カタ句。「神について知りうる事柄は、創

11 339.15 造された世界を通して思惟されることが パウロ
用

はっきりと見て取れる。」

「このため佛大なパウロもおそらく「先ず

ヨハネ 12章 24節（科
12 345.07 

種が死によって分解されなければ芽は育た
主

白） ない」と述べた主の声をよく理解してい

た。」

カタ句。「蜜が悪徳の唇から滴り、しばら

歳言5章3節以下の引
12 350.16 

くは喉を澗すが、悪しき意図でその甘未を

用 味わった者どもには、その後それがニガヨ

モギよりも苦いことが分かる。」

「声が言い難い至福を示すことができると

考えて、できるかぎり、私は叫びました。

雅歌の花嫁の言葉とし
12 358.04 

しかしあの方は［その声が］意味する者よ

て想定される言葉 りもより優れていました。」 神の名辞の問

題＝神は名辞を超えていること。この前の

ところでエペクタシス論が展開。

雅歌5章 7節 12 359.15 
雅歌の言葉「打った」「｛篤つけた」「薄衣を

はぎ取った」

雅歌5章 7節のこと 12 361.11 
こうした声が「苦痛」（＆入yr]μO:) を示して

いるという。

預言者＝モーセ、ダピ
12 362,16 

カタ句。蔵言←→預言者 （モーセ；申命32
デ 章39節、ダビデ； 詩編 22編 4節）
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124 ¢ovnI v KaTa mv TO^  U KupIOU牝ovnv 主の声に従って

125 ¢ovit ¢ WVE^  I ［到達できない方を］呼ぶ。

126 ¢ov祁c ¢ OV̂ncμo＇ vnc 声だけ

127 ¢ ovn’ v KOTCX TTJ‘V’ 'lc.ucxvvov <j>c.uvtjv ヨハネの声に従って

128 ¢ovnv KaTa TT)V TOV TTpocpT]TOV cpeuvriv 預言者の声に従って

129 ¢ovn， v KaTa mv TOUTTpo¢nTOU ¢皿vnv 預言者の声に従って

130 ¢ovi in ¢wvn 「こんにちは恵まれた方」という
声で

131 ¢ovn， v TO:U’可V可‘V¢ovn’ v このような声を

132 ¢ ovnI v TpoC可Vn`  μETEpav¢ovnv われわれの声に

133 ¢ovhc ふdis ¢oviSTa如nc この声を通して

134 ¢ovaI c 
01 T虚 ¢ovaSTふv 'E~paiwv

ヘプライ人の声を翻訳した人びと迅淋nvioavTEC

135 ¢ovn＇ v μn5cμ'lav ¢.ovn' v いかなる声も ••••• •ない
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ニュッサのグレゴリオス『雅歌請話』における「声」の神学（土井）

カタ句。「天使たちのすべての踊りが主の

ルカ 15章 4節から 10 声に従って陽気に踊られた。」 ＊雅歌 5章

節にある「踊り」のこ 12 364.12 7節「町をめぐる見張りは私を見つけると」 主
と について見張り＝天使、私＝魂、天使たち

が魂を見出したことで踊られる。

「花婿に向かって走る花嫁もより偉大なも

唯一の動詞（雅歌 5章
12 367.12 

のへの前進の途上で停止を見出さない。彼
「呼ぶ」

6節） 女は……」。エペクタシスの一コマとして

描写。

イザヤ 6章 8節の「主
12 368.15 イザヤの召命記事の一部

の声」

第一ヨハネ 4章 8節 12 370.12 カタ句。「神は愛」 ヨハネ

詩編 62編 12節 13 374.03 
カタ旬。「その中で誓うすべての者は称え

預言者
られるであろう。」

カタ句。「預言者の声に従えば、そこ（＝教

イザヤ 65、17 13 385.01 会）において新しい天と新しい地が創造さ 預言者

れる。」

「喜びを通して出産を完遂しなければらな

かったので、「こんにちは恵まれた方』と大

ルカ 1章 42節（科白） 13 389.11 天使は彼女に声をかけてその苦を取り除い

た。その苦とは原初より罪のために出産に

際して定められたものであった。」

雅歌 5章 10節の花嫁の言葉「私の恋人は

色白で赤みを帯びており、幾万人の中から

雅歌 5章 10節 13 389.18 
選ばれたお方」を一般人と比べて特別であ

るという意味で処女降誕と結び付けて、「こ

のような声を花嫁は彼にあてはめた」と述

べる。

「「その頭はケファズの金』、このヘプライ

語（入蒻Ig) はわれわれの声（＝言語）に移

ギリシア語のこと 13 390.12 されるなら、清らかで精錬され、一切の混 圭口吾口五口

ぜ物とは無縁の金というものをその声に

よって意味している。」

雅歌 5章 11節の「ケ
13 390.14 

ファズの金」

「ケファズ」の翻訳間題。比喩でなく、言

声＝言語 13 390.15 い方として言語のことを「声」と読んでい 全ロ圭ll五Fl 

る箇所。

「ヘブライ人の声（＝言語、 pl.）を訳した

人びとは『ケファズ』という語（入痣ls) を

ギリシア語のこと 13 390.17 
訳さずに残したが、それはギリシア人の言

号ロ至ロ五ロ~ 
葉（研μa)の中にヘプライ語（中OVi）にお

いて見出される意味を表す声を見出さな

かったためである。」
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136 ¢ovh Tn'EppaIふ¢ovi ヘブライ人の声で

137 ¢ovig 1Tap 9 au9 可̂c mC TO^  U VU叫lOU牝ovnc この花婿の声から

138 ¢ovi 入aμTTp6市 ¢ovh 晴朗な声で

139 ¢ovn’ v Ko:To: TI1V Tau no:u入OUq>WVT)V パウロの声に従って

140 ¢QVic ふa而CTOU O.TTOOTふOUq>WVT]C 使徒の声から

141 ¢OVhc TO TaU9 TT]C TT]̂ C ¢ OV̂  nc onμawoμEvov こうした声の意味するもの

142 ¢QVhc aTT6 TT]c oEiac ¢ovic 神の声から

143 ¢ovn， v KOTO TT]V TOU TT au入ou<j>wv~v パウロの声に従って

144 ¢ WVT]I V KaTa TT]V Tôu o:' TTOOTO入ou¢ ovnv 使徒の声に従って

145 ¢ovmv KaTa mv Tô  v a9 TTOOTO入ov4Jwv~v 使徒の声に従って

146 ¢ovi n (¢.ovT¥ , 声

147 ¢ovnヽv ¢CuVT]‘V Ea’UTO‘ V KOTCuVOμaaev 自らを「声」と名乗った

148 ¢ovnI v mヽv ¢ ovnヽvc9 auTÔ  U 自分の声を

149 ¢OVETIKa ヽ Ta ¢ (j)WVETIKa ̀e＇aUTŴV o’’ pyava 自分たちの声を出す器官

150 ¢ovic ふaTaUTT]c; ic ¢OVhc; こうした声を通して

151 収JVD Th ¢QVi TOUloふvvou ［洗礼者］ヨハネの声

152 ¢QVn， v KO:TO寸VTOU TTo:淋ouq>wv~v パウロの声に従って
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ニュッサのグレゴリオス『雅歌講話」における「声」の神学（土井）

ヘプライ語のこと 13 390.18 言語のことを ¢oviという 。 号に弓口五口

雅歌5章 2節 13 392.03 
「『わたしの巻き髭は夜露にまみれていま

す』という花婿の声から…...」

イザヤ 40、9-12 14 400.18 預言者イザヤの言葉

カタ旬。「さて［頭jとは肉によるキリスト

第ニコリント 5章 19
14 407.03 

のことと私たちは考えました。パウロの声
パウロ

節 に従えばそのキリストにおいて、神はこの

世とご自身とを和解させたのです。」

第一コリント 1章 9節
14 408.15 使徒

ならびに 4章 2節

「それらの姿はタルシスの姿のごとくで

こうした声＝タルシス 14 410.16 
あった」（エゼキエル書 1章 16節）。ただ

し現行聖書のエゼキエル書にはこの行は確

認されない。

ヨハネ 7章 38節（イ
14 414.08 8.<f>. 

エスの科白）

第ーコリント 3章 11
カタ句。「真理とは、パウロの声に従えば

k且kH 
14 417.10 神の建物の土台となり、またそう名付けら パウロ

れる。」

第ーテモテ 3章 15節 14 419.14 カタ旬。「真理の土台」 使徒

第ーコリント 15章 24
14 421.12 

カタ旬。最後の敵が滅ぽされる最後の時の
使徒

節 こと。

「声は言葉（ロゴス）の道具であり、それ

説教者の「声J 14 425.03 
は喉から生じる」。この一文は一般論だが、

コ日士．戸＝ヒ

全体の文脈が述べるのは、説教者の声＝御

言葉の道具ということ。

洗礼者ヨハネのこと 14 425.07 
ヨハネ 1章 23節。「偉大な ヨハネは、何者

かと問われると自らを「声』と名乗った。」

第ニコリント 13章 3節。「至福なるパウロ

も、彼の中で語るキリストの確証を得た。

パウロのこと 14 425.09 つまり彼は自分の声をキリストに貸し与

え、パウロを通してキリストが語るのであ

るから、自ら甘美なる者となった。」

14 425.11 

雅歌 5章 16節のこと 14 426.01 
「求められる者の美をこうした声をとおし

て描いている」

ヨハネ 1章 9節のこと 15 434.08 
アンドレに向けた「見よ、神の子羊だ」と

ヨハ不`  
いう洗礼者ヨハネの言葉

第一コリント 3章 9節 15 436.19 「われわれは神の畑」 という旬 パウロ
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153 ¢ovnI v 可 V¢ovn‘v Tau’ mv 次のような声を

こうした声＝「私は恋人の顔を円

154 ¢ wvaヽc; Ta’・uTac Ta‘c ¢wvci’ c 
の中いっぱいに見ています。です

から彼の姿の美しさはすべて、私

の中に見ることができるのです。」

155 他OVhc TTapa而CTO05coTTぷou¢ovig 主の声を通して

156 中ovcc， c μETa 、Ta、c¢ova, c 以上の声の後に

157 ¢ovhc 
T針函而Cq>wv~c TT]C TE nape1ac TO 

声の甘美さ、頬の赤さ
epu0T]μa 

158 ¢QV巾v KaTa寸VTTau入ou<j>wv~v パウロの声に従って

159 ¢ WVCX’ l a`  1 ¢ovaI μaOTIyouμcvov 鞭うたれる者どもの声

160 ¢ovic TflC <j>wv~c Tou K入au8μouμou わたしの嘆きの声

161 ¢ov祐 ふaTT}C TOU Kupiou cj>wv祐 主の声によって

162 ¢ ovaI g Tac edac TOU euayye入iou¢ov如 福音の神的声

163 ¢ wvaI r; Ta‘c Tôu Kup‘ tou ¢ q>wva’ c 主の声

MEMO 
カタ句＝KaTcx+ acc. 

また旧約書について（特に詩編）は LXXの章 （編）・節を記載。

網かけ部分は同一文脈にあることを示す。i農度を交互に変更して区別した。

本表にある講話番号の 0は序論を指す。
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ニュッサのグレゴリオス『雅歌講話」における「声」の神学（土井）

「自由意志をもつ魂のある鏡は次のような

声を上げる。『わたしは恋人の顔を円のな

かいっぱいに見ています。ですから彼の姿

15 440.07 の美しさはすべてわたしの中に見ることが

できるのです』と。」 ＊この言葉は、しか

し雅歌のものではなく、グレゴリオスの創

作。

雅歌の一節ではない
「パウロは次のように述べてこうした声に

が、グレが雅歌の花嫁
15 440.11 まさしく倣っている（ローマ 6章 11節、ガ

の言葉と想定して述べ
ラテヤ 2章 20節）。」

る言葉

マタイ 5章 35節 15 444.10 「大王の都」 主

創匪2章 2節、詩編54
15 450.04 

編 7節

雅歌6章 7節 15 450.09 

第一コリント 11章 15
15 451.12 

雅歌6章 5節の解釈。長い髪の毛は女性の
パウロ

且̂'nr 誉れであること。

詩編 6編 2節以下のこ
15 464.“' と

詩編 6編 9節 15 464.20 
「主はわたしの嘆きの声を聴き届けられ

た。」

「それは福音書のなかで、主の声によって

ヨハネ 17章のこと 15 466.13 われわれに対して一層明らかに説明されて 主

いる。」

ヨハネ 17章 5節、 21
EllO:yy恥ovはここでは福音害のことを意

節、 22節、 23節、 20章 15 必7.03 8.¢. 

22節（科白）
味すると考えられる。

ヨハネ 17章 22節（科
15 467.08 主

白）

い ．＝枷ia如OVi（神の声）

＊「備考」には適宜メモを記した。

＊本研究では ¢o叫にのみ培目するが、他には西¢wvoc;(235. 21 :「よき声」）とか、 μEya入o牝ov{a

TOU'EKKAT]OIOOTOU (132.14:「伝道の書の偉大なる声」）、 EUnx叩 （よい響き［形］）といった表

現もある。
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